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OpenCVOpenCVライブラリのダウンロードライブラリのダウンロード①①

http://opencv.jp

クリック

クリック

《 手順 》
以下の順で、Webサイトを進んでください。

OpenCVの公式サイト http://opencv.jp
↓

公式ダウンロードサイト
↓

ご利用のＯＳ（windows用）のパッケージを選択
↓
次ページへ

Windows用を
クリック
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《 手順 》
以下の順で、Webサイトを進んでください。

前ページ
↓

“セキュリティ保護の警告”をクリック
↓

ファイルのダウンロードを選択
↓

指示に従って ” OpenCV_1.1****.exe” をダウンロード

OpenCVOpenCVライブラリのダウンロードライブラリのダウンロード②②
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OpenCVOpenCVライブラリのインストールライブラリのインストール

《手順 》
以下の順で、インストールを進めてください。

” OpenCV_1.1****.exe”を実行
↓

ライセンスの確認
↓

指示に従ってインストール
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サンプルデモの実行確認サンプルデモの実行確認

《手順 》
以下の順で、動作確認してください。

C:¥Program Files¥OpenCV¥samples¥c の
demhist.exeを実行
↓

下図の様に表示されれば
OpenCVのインストール成功

demhist.exeを実行しても 右図の様に表示されない場合は、
マイコンピュータ→プロパティ→詳細設定→環境変数 と進み
「Path」が C:¥Program Files¥OpenCV¥bin に通っていることを
確認してください。
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２．Visual C++ の環境設定２．Visual C++ の環境設定
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ＶＶisualisual ＣＣ++++の環境設定の環境設定①①

《手順 》
以下の順で、設定してください。

“ツール”→“オプション”と進み ダイアログを開く
↓

オプションダイアログの“VC++ディレクトリ”を選択
↓

“ディレクトリを表示するプロジェクト”の項目の
“インクルードファイル”を選択

↓
次の３つを追加
C:¥Program Files¥OpenCV¥cv¥include
C:¥Program Files¥OpenCV¥cxcore¥include
C:¥Program Files¥OpenCV¥otherlibs¥highgui
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ＶＶisualisual ＣＣ++++の環境設定の環境設定②②

《手順 》
以下の順で、設定してください。

“プロジェクト”→“プロパティ”と進み ダイアログを開く
↓

“リンカ”の“全般”を選択
↓

“追加のライブラリ ディレクトリ”に
C:¥Program Files¥OpenCV¥lib

を追加
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ＶＶisualisual ＣＣ++++の環境設定の環境設定③③

《手順 》
以下の順で、設定してください。

“プロジェクト”→“プロパティ”と進み ダイアログを開く
↓

“リンカ”の“入力”を選択
↓

次の４つのファイルを追加
cv.lib cxcore.lib
cvaux.lib highgui.lib
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ＶＶisualisual ＣＣ++++の環境設定の環境設定④④

次の５つのＤＬＬをコピー
cv100.dll
cxaux100.dll
cxcore100.dll
highgui100.dll
libguide40.dll

C:¥Program Files¥OpenCV¥bin C:¥Program Files¥NeuralImage¥AspectusViewer¥bin

ASPECTUS Ｖｉｅｗｅｒ の実行ファイルが有るフォルダ
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３．組込み関数「Builtin.dll」の作成３．組込み関数「Builtin.dll」の作成
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組込み関数「組込み関数「Builtin.dllBuiltin.dll」の作成」の作成

《手順 》
以下の順で、ＤＬＬを作成してください。

(株)ニューラルイメージのＷｅｂサイトからOpenCVとの組合せ用の
「Builtin.dll」のサンプルプログラムをダウンロード

↓
サンプルプログラムをＶｉｓｕａｌ Ｃ++で開く

↓
プロジェクトをビルド し、 「Builtin.dll」を作成
ＤＬＬは “Debug”もしくは”Release”フォルダ内に作成されます
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４．サンプルプログラムの実行４．サンプルプログラムの実行
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サンプルプログラムの実行サンプルプログラムの実行

《手順 》
以下の順で、実行してください。

作成したＢｕｉｌｔｉｎ.ｄｌｌ を AspectusViewerのフォルダへコピー
↓

センサカメラをＰＣに接続しているのを確認し
AspectusViewerを開き、映像を確認

↓
下図の様に表示されれば成功

このサンプルプログラムは、
ASPECTUSの出力映像を OpenCVで開いたウィンドウに そのまま表示するプログラムです。

C:¥Program Files¥NeuralImage
¥AspectusViewer¥bin


